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神経生理研究部門

久保田競･三上章允･揮口俊之･中村克樹

研究概要

1) 前頭葉の研究

i)前頭連合野の条件づけ形成枚構の研究

久保田競 ･三上茸允

視覚刺激を手掛りにしたGO/NO-GO課題

を学習するとき,手掛りと反応の連合ができ,

視覚と反応に関与したニューロン活動が新た

に出現するが,そのニューロンの視覚性性質

の決定｡

ii)コザルの前頭葉の発達の研究

久保田競

生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を

学習させて,前頭連合野,運動連合野,運動

野などにビクタリン,ファクロフェンやプロ

モクリブティン等 (GABAやDOPAMINEの

阻害剤)を微量局所注入すると反応の成績の

低下と運動の障害が一時的にみられる｡これ

らの変化を解析して,GABA抑制やDOPAMI

NEと前頭黄の発達の関係を明らかにする｡

ia)前頭葉におけるドーパミン受容器の役割

薄口俊之 ･久保田競 ･山根到l)

1)研究生
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T)-チングによる遅延反応課題を訓練した

サルの前頭矧 こ,各種 ドーパミン阻苔剤を局

所注入して.評五割こ及ぼす効果を解析した｡

iy)前頭前野におけるGABAb受容器の役割

揮口俊之 ･久保田奴 ･安藤一郎2)

遅延反応課題を行っているサルの前頭前野

にGABAb阻苔剤を局所注入して課題に及ぼ

す効果を解析した｡

V)前頭菜の機能構造

薄口俊之 ･久保田競 ･山根到り

リーチング課題を行っているサルの前頭葉

の様々な領野へムシモールを局所注入し,注

入部位と障害の性質,使う手との関係を解析

した｡また.課題に関係するニューロン活動

の性質も併せて調べた｡

vi)GAp-43の中枢内発現と.それに及ぼす課

題学習の影響の研究

大石高生I)･林基治り･久保田競

連合野に多いタンパ ク質GAp-43の

mRNAをマカクの中枢神経系の各部位 (特

に大脳)で走塁し,比較した｡

yB)視覚性反応時間課題におけるGABAbレセ

プターの役割

久保田競 ･植木浩一郎S)

運動野などに,GABAbレセプターのアン

タゴニストであるファクロフェンを注入して,

引き起こされる行動上の障害を解析した｡随

意運動の発現 ･制御にはGABAbレセプター

が重要な役割を果たしていることが解った｡

yi)視覚認知における前頭眼高回の役割

久保田競 ･中村蒐樹 ･松元健二S)

他個体や様々な物体の視覚認知に基づいた

行動決定の脳内機構を調べる目的で.サルや

ヒトの顔,食物などの画像を識別 ･記憶する

課題遂行時に,前頭限高回からニューロン活

動を記録し,呈示した画像の種類 ･行動条件･

短期記憶との関係を明らかにする｡

2) 側頭幸の研究

i)校維な画像の識別と記憶の脳内桟橋の研究

三上章允 ･久保田奴 ･中村克樹

校雑な画像 (サルやヒトの軌 サルの全身

像など)の識別と記憶の脳内過程を調べる目

的で,テレビ画像の脚 寺弁別課題遂行時に.

1)研究生 2)受託研究員 3)学振特別研究員

上瓜け頭瀞,海馬からニューロン活動を記録し,

呈示した画像の種類とその行動条件.特定の

画像の短期記憶とニューロン活動の関係を解

析した｡

ii)視党機能におけるノルアドレナリンの役割

三上章允 ･久保田競 ･花薄明俊5)

節4次視覚野内の神経細胞にノルアドレナ

リンをfE気泳動的に微量投与し,細胞の視覚

応答,自発活動.刺激選択性に対する影響を

調べた｡

ia)短期間の視覚情報の保持機構のニューロン

レベルでの解析

中村克樹 ･久保田競 ･

三上茸允 ･松元健二S)

視覚情報の保持械柄をニューロンレベルで

調べる目的で,様々な写穴刺激の識別と記憶

を必要とする課題遂行時に.サルの側頭葉前

腹側部からニューロン活動を記録し,領野に

よるニューロンの応答の追いを解析した.

3)利き手と脳の研究

久保田競

コザルの利き手がどのように形成されていくか,

餌や小物をどちらの手で持っかをテストし,出生

直後からどう変化するかを,調べている｡

総 説

1) 三上章允 (1991) :脳はどこまでわかったか.

258pp.講談社現代新書.

2) 三上章允 (1991) :霊長類の神経生理学の最

近の話題.遺伝,45:60-65.
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4)生理研究部門 5)大学院生

-15-



neuronsrespondtoshort-rangeandlong-

rangeapparentmotionstimuliinmacaque

visualareaMT.Int.J.Neurosci.,61:101-
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心理研究部門

小嶋祥三 ･松沢哲郎 ･藤田和生 ･

友永雅己l) ･南雲純治2)

研究概要

1)チンパンジーの音声知覚

小嶋祥三

反応時間課題を用いて,チンパンジーの〔ba〕-
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